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章第
一
節
婚
姻
の
制
度
保
障
の
議
論
の
余
地

第
二
節
婚
姻
当
事
者
の
「
異
性
性
」

第
三
節
同
性
婚
の
内
容
形
成
権
限
と
平
等
原
則

第
二
章

本
章
で
は
、
ド
イ
ツ
で
二

0
0
一
年
に
導
入
さ
れ
た
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
法
と
二

0
一
七
年
に
導
入
さ
れ
た
同
性
間
の
婚
姻
の
締
結

に
関
す
る
法
律
（
以
下
、
「
同
性
婚
立
法
」
と
称
す
る
）
の
憲
法
上
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
例
と
学
説
の
評
価
を
分
析

本
稿
執
箪
時
に
お
い
て
、

(70) 

二
0
一
七
年
の
同
性
婚
立
法
に
関
す
る
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
断
は
下
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
基
本
法

に
お
け
る
同
性
間
の
生
活
共
同
体
の
位
置
づ
け
に
関
し
て
は
、
二

0
0
1
年
に
施
行
さ
れ
た
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
法
の
合
憲
性
、
お
よ

び
、
婚
姻
と
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
別
異
取
扱
い
に
関
す
る
判
例
の
解
釈
が
、
そ
の
分
析
の
基
礎
と
な
る
。
そ
の
判
例
の
解
釈
に
よ
る

一
方
で
、
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
「
婚
姻
と
は
別
物
」
で
あ
る
が
故
に
基
本
法
六
条
一
項
に
抵
触
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
他
方

で
、
同
項
の
婚
姻
は
依
然
と
し
て
異
性
間
の
関
係
に
限
定
さ
れ
る
:
た
だ
し
、
同
項
の
婚
姻
の
「
特
別
な
保
護
」
が
異
性
間
を
対
象
と
す
る

も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
婚
姻
に
比
し
て
不
利
に
扱
う
こ
と
を
正
当
化
し
な
い
。
む
し
ろ
、
基
本
法
三
条
の
一
般

的
平
等
原
則
か
ら
、
両
制
度
を
内
容
に
お
い
て
実
質
的
に
対
等
に
扱
う
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
。
両
制
度
は
、
名
称
に
お
い
て
「
分
離
す
れ
ど

も
平
等
」
な
の
で
あ
る
（
第
一
節
）
。

以
上
の
判
例
の
蓄
積
と
そ
れ
を
受
け
た
幾
度
も
の
法
改
正
に
よ
っ
て
、
異
性
間
の
生
活
共
同
体
と
同
性
間
の
生
活
共
同
体
の
法
的
規
律
は
、

そ
の
内
容
に
限
れ
ば
、
二

0
一
七
年
の
同
性
婚
立
法
の
導
入
を
侯
つ
ま
で
も
な
く
ほ
ぽ
完
全
に
対
等
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
両

制
度
の
内
容
が
平
等
原
則
の
要
請
に
よ
り
対
等
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
と
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
判
例
に
お
い
て
一
貫
し
て
固
持
し

基
本
法
に
お
け
る
同
性
間
の
生
活
共
同
体
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し
か
し
、
同
法
は
、
同
性
カ
ッ
プ
ル
を
法
的
に
承
認
し
、
そ
れ
を
制
度
的
に
保
護
す
る
一
方
で
、
そ
の
内
容
に
関
し
て
は
様
々
な
点
で
婚

姻
と
の
違
い
が
強
調
さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
法
定
夫
婦
財
産
制
と
は
異
な
り
、
財
産
制
に
つ
い
て
は
当
事
者
の
宣
言
が
必
要
と
さ
れ
、
宣

言
の
な
い
場
合
に
は
別
産
制
と
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
廃
止
時
の
年
金
調
整
も
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う

な
区
別
の
背
景
に
は
、
同
法
と
基
本
法
六
条
一
項
の
関
係
、
す
な
わ
ち
、
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
婚
姻
と
同
じ
効
果
を
有
す
る
な
ら
ば

で
あ
る
。

第
一
款
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
法
の
導
入

第
一
節
同
性
間
の
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

て
き
た
「
異
性
性
」
と
い
う
婚
姻
の
構
造
メ
ル
ク
マ
ー
ル
は
、
立
法
者
の
内
容
形
成
権
限
を
制
限
す
る
有
効
な
憲
法
上
の
規
準
で
あ
り
得
る

の
か
が
疑
わ
し
く
な
っ
て
く
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
同
法
に
つ
い
て
の
抽
象
的
規
範
統
制
の
申
立
て
が
な
さ
れ
た
と
し
て
も
、
連
邦
憲
法
裁

判
所
は
、
同
法
を
違
憲
と
判
断
し
な
い
で
あ
ろ
う
と
解
す
る
有
力
な
学
説
の
見
立
て
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
同
性
婚
立
法

の
導
入
と
そ
れ
を
起
因
と
す
る
学
説
か
ら
の
新
た
な
婚
姻
基
本
権
の
解
釈
の
提
示
に
よ
っ
て
、
主
観
的
歴
史
的
解
釈
を
重
視
す
る
婚
姻
の
伝

統
的
な
制
度
保
障
の
理
解
は
、
見
直
さ
れ
る
べ
き
時
機
に
来
て
い
る
（
第
二
節
）
。

ド
イ
ツ
に
お
け
る
同
性
間
の
生
活
共
同
体
の
法
的
保
護
は
、
二

0
0
一
年
八
月
一
日
に
施
行
さ
れ
た
「
同
性
共
同
体
差
別
解
消
法
」
に
始

ま
る
。
通
称
、
「
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
法
」
で
あ
る
。
こ
の
法
律
の
名
称
に
も
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、
同
法
の
目
的
は
、
何
よ
り
も
ま

ず
、
同
性
カ
ッ
プ
ル
ヘ
の
差
別
を
撤
廃
す
る
こ
と
、
そ
の
一
貫
と
し
て
、
当
該
カ
ッ
プ
ル
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
法
的
な
枠
組
み
を
付
与

(71) 

す
る
機
会
を
開
く
こ
と
に
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
法
の
導
入
に
よ
っ
て
、
「
数
多
く
の
法
的
効
果
を
伴
う
長
期
的

(72) 

な
関
係
を
目
的
と
す
る
同
性
間
の
生
活
共
同
体
の
た
め
の
家
族
法
上
の
制
度
が
創
設
さ
れ
た
」
。
い
わ
ゆ
る
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
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「
婚
姻
と
は
別
物
」
と
し
て
の
保
護

目
を
向
け
る
。

第
二
款
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
憲
法
上
の
位
置
づ
け

(73) 

同
項
の
定
め
る
「
婚
姻
」
の
「
特
別
な
保
護
」
に
反
す
る
の
で
は
な
い
か
と
の
危
惧
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
現
に
、

部
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
事
は
、
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
合
憲
性
に
関
す
る
判
決
の
な
か
で
、
こ
の
よ
う
な
他
の
生
活
形
式
に
対
す
る

も
っ
と
も
、
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
法
は
、
二

0
0
一
年
の
施
行
以
降
、
数
度
に
わ
た
る
改
正
を
経
て
、
最
終
的
に
は
、
親
子
関
係
に

関
す
る
一
部
の
規
定
を
除
き
、
民
法
上
の
婚
姻
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
の
な
い
定
め
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
際
、
登
録
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
に
関
す
る
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
種
々
の
判
断
が
、
こ
の
よ
う
な
改
正
に
重
大
な
影
響
を
与
え
て
い
た
。
は
た
し
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、

如
何
な
る
基
本
権
解
釈
の
論
理
と
枠
組
み
の
も
と
に
、
婚
姻
と
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
実
質
的
な
対
等
化
を
可
能
に
し
た
の
か
。
ま
た
、

両
者
の
実
質
的
な
対
等
化
は
、
主
観
的
歴
史
的
な
制
度
保
障
の
理
解
や
「
婚
姻
」
の
「
特
別
な
保
護
」
を
定
め
る
基
本
法
六
条
一
項
の
趣
旨

に
反
す
る
も
の
で
な
い
の
か
。
以
下
で
は
、
こ
れ
ら
の
問
い
を
念
頭
に
、
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
関
す
る
同
裁
判
所
の
判
例
に
考
察
の

上
述
の
と
お
り
、
異
性
間
の
婚
姻
と
同
性
間
の
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
法
的
規
律
は
、
二

0
一
七
年
の
同
性
婚
立
法
の
導
入
を
侯
つ

ま
で
も
な
く
、
数
度
に
わ
た
る
改
正
と
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
断
に
よ
っ
て
実
質
的
に
対
等
な
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
と
り
わ
け
、
婚
姻
も

生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
も
、
法
律
上
、
「
相
互
に
責
任
を
負
う
」
生
活
共
同
体
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
何
ら
変
わ
る

(74)

、
、
、
、
、
、

と
こ
ろ
は
な
い
。
し
か
し
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
両
制
度
の
内
容
上
の
実
質
的
な
対
等
化
を
推
し
進
め
つ
つ
も
、
婚
姻
は
異
性
間
の
関
係

を
指
す
と
い
う
こ
と
に
一
貫
し
て
固
執
し
て
き
た
。
相
変
わ
ら
ず
、
「
婚
姻
は
、
基
本
法
に
と
っ
て
も
、
原
則
と
し
て
解
消
不
可
能
な
生
活

(75) 

共
同
体
を
目
的
と
す
る
男
性
と
女
性
の
結
合
な
の
で
あ
る
」
。

婚
姻
の
特
権
化
の
要
請
を
明
確
に
打
ち
出
し
て
い
た
。
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の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

当
然
、
こ
の
よ
う
な
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
対
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
疑
問
が
提
起
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
基
本

法
六
条
一
項
の
婚
姻
を
異
性
間
の
生
活
共
同
体
と
定
義
し
つ
つ
、
法
律
レ
ベ
ル
で
婚
姻
と
実
質
的
に
対
等
な
婚
姻
外
の
生
活
共
同
体
の
創
設

を
許
容
す
る
こ
と
は
、
婚
姻
の
「
特
別
な
保
護
」
を
命
じ
る
基
本
法
六
条
一
項
の
要
請
に
反
し
な
い
の
か
。
と
り
わ
け
、
婚
姻
の
「
特
別

さ
」
を
喪
失
さ
せ
る
よ
う
な
法
制
度
の
創
設
は
、
立
法
者
の
内
容
形
成
権
限
を
制
限
す
る
基
本
法
六
条
一
項
の
制
度
保
障
に
抵
触
し
な
い
の

(76) 

か
。
こ
の
種
の
疑
念
は
、
依
然
と
し
て
少
な
か
ら
ぬ
学
説
が
抱
い
て
お
り
、
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
法
の
合
憲
性
が
争
わ
れ
た
二

0
0
ニ

年
七
月
一
七
日
の
裁
判
に
お
い
て
も
、
ま
さ
に
、
こ
の
点
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
例
え
ば
、

P
a
p
i
e
r
判
事
反
対
意
見
は
、
そ
の
裁
判
に

お
け
る
多
数
派
の
制
度
保
障
の
理
解
を
次
の
よ
う
に
批
判
し
て
い
る
。

制
度
保
障
の
意
味
は
、
婚
姻
の
内
容
形
成
の
際
に
、
立
法
者
を
パ
ー
ト
ナ
ー
の
異
性
性
も
そ
の
一
部
で
あ
る
と
こ
ろ
の
特
定
の
構
造
原
理
に
拘
束
す

る
こ
と
に
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
立
法
者
は
、
婚
姻
と
は
巽
な
る
名
称
の
も
と
に
、
同
性
カ
ッ
プ
ル
の
た
め
に
婚
姻
と
そ
の
他
の
点
で
は
一
致
す
る
制

(77) 

度
を
導
入
す
る
こ
と
を
妨
げ
ら
れ
て
い
る
。
〔
中
略
〕
多
数
派
は
、
婚
姻
と
の
実
質
的
な
同
化
の
限
界
を
ま
っ
た
く
定
め
て
い
な
い
。

つ
ま
り
、
制
度
保
障
に
よ
っ
て
婚
姻
は
異
性
間
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
婚
姻
と
実
質
的
に
同
一
の
制
度
の
創
設
は
禁
じ
ら
れ
て
い
る
。

同
様
に
、
多
数
派
の
制
度
保
障
の
理
解
を
批
判
す
る

H
a
a
s
判
事
反
対
意
見
は
、
基
本
法
六
条
一
項
の
婚
姻
の
助
成
義
務
に
つ
い
て
も
以
下

多
数
派
の
見
解
と
は
裏
腹
に
、
憲
法
上
要
請
さ
れ
て
い
る
助
成
は
、
単
な
る
婚
姻
の
不
利
な
取
扱
い
の
阻
止
以
上
の
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
助
成

と
は
、
通
常
の
程
度
を
超
え
て
積
極
的
に
援
助
さ
れ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
婚
姻
の
特
権
的
取
扱
い
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
基
本
法

六
条
一
項
の
助
成
要
請
は
、
婚
姻
と
は
異
な
る
生
活
共
同
体
を
単
に
不
利
に
扱
う
こ
と
に
よ
っ
て
も
充
足
さ
れ
得
な
い
。
〔
中
略
〕
婚
姻
が
、
そ
の
内

容
形
成
が
婚
姻
に
向
け
ら
れ
た
憲
法
上
の
助
成
要
請
に
置
き
換
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
諸
形
式
に
一
致
す
る
同
性
カ
ッ
プ
ル
の
た
め
の
制
度
の
す
ぐ
そ
ば
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う
に
述
べ
る
。

い
う
の
で
あ
る
。

(78) 

に
置
か
れ
る
と
き
、
異
性
カ
ッ
プ
ル
し
か
婚
姻
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
憲
法
上
の
要
請
が
侵
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、

H
a
a
s
判
事
は
、
基
本
法
六
条
一
項
の
価
値
決
定
原
則
規
範
か
ら
、
婚
姻
の
特
権
化
要
請
を
導
き
出
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

登
録
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
い
う
法
形
式
を
導
入
す
る
こ
と
そ
れ
自
体
は
憲
法
に
抵
触
し
な
い
け
れ
ど
も
、
婚
姻
の
「
特
別
な
保
護
」

と
い
う
基
本
法
六
条
一
項
の
要
請
か
ら
、
当
該
法
形
式
が
特
権
的
な
地
位
に
あ
る
婚
姻
と
対
等
に
扱
わ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と

そ
れ
に
対
し
て
、
学
説
や
反
対
意
見
か
ら
の
批
判
の
矛
先
が
向
け
ら
れ
て
い
る
法
廷
意
見
の
判
断
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
ま

ず
、
法
廷
意
見
は
、
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
法
と
基
本
法
六
条
一
項
の
制
度
保
障
と
の
抵
触
可
能
性
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

立
法
者
は
、
同
性
共
同
体
差
別
解
消
法
（
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
法
）

(
L
P
a
r
t
D
i
s
B
G
)

を
通
じ
た
堡
録
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
導
入
に
よ

っ
て
、
生
活
形
式
と
し
て
の
婚
姻
を
提
供
し
保
護
す
る
と
い
う
基
本
法
六
条
一
項
の
憲
法
上
の
要
請
（
制
度
保
障
）
に
背
い
て
は
い
な
か
っ
た
。
同
法

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

(79)

律
の
規
律
対
象
は
、
婚
姻
で
は
な
い
。
〔
中
略
〕
制
度
と
し
て
の
婚
姻
は
、
そ
の
憲
法
上
の
構
造
原
理
や
そ
の
立
法
者
に
よ
る
内
容
形
成
に
お
い
て
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
法
そ
れ
自
体
と
関
係
し
な
い
。
婚
姻
の
法
的
基
礎
は
何
ら
変
化
を
受
け
て
は
い
な
か
っ
た
。
婚
姻
に
法
的
枠
組
み
を
付
与
し
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

そ
の
制
度
に
法
的
効
果
を
持
た
せ
る
世
俗
的
な
規
律
は
、
相
変
わ
ら
ず
存
続
し
て
い
る
。
ま
さ
に
、
制
度
保
障
は
婚
姻
に
し
か
関
係
し
な
い
も
の
で
あ

、
、
、
、
、

る
か
ら
こ
そ
、
法
的
に
類
似
す
る
も
の
と
し
て
仕
上
げ
ら
れ
た
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
同
性
カ
ッ
プ
ル
に
開
放
す
る
こ
と
の
禁
止
は
、
制
度
保
障
か
ら

(80) 

推
察
さ
れ
な
い
。

か
か
る
引
用
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
法
廷
意
見
は
、
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
法
が
婚
姻
の
制
度
保
障
に
抵
触
し
な
い
理
由
を
両
者
の

、
、
、
、
、
、
、

規
律
対
象
の
違
い
に
求
め
て
い
る
。
そ
れ
に
続
け
て
、
同
意
見
は
、
基
本
法
六
条
一
項
の
婚
姻
の
保
護
と
助
成
の
要
請
に
関
し
て
、
次
の
よ
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立
法
者
に
は
、
基
本
法
六
条
一
項
に
基
づ
く
婚
姻
の
憲
法
上
の
保
護
の
要
請
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
婚
姻
を
他
の
生
活
形
式
に
比
し
て
優
遇
す
る
こ
と

を
禁
止
さ
れ
て
は
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
助
成
要
請
の
遂
行
と
具
体
化
の
際
に
、
他
の
生
活
形
式
に
比
し
て
婚
姻
に
特
権
を
付
与
す
る
こ
と
が
許
さ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

れ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
他
の
生
活
形
式
を
婚
姻
に
比
し
て
不
利
に
扱
う
と
い
う
要
請
は
、
基
本
法
六
条
一
項
の
な
か
に
は
含
意
さ
れ
て
い
な
い
。
H
a
a
s

判
事
は
、
反
対
意
見
で
、
基
本
法
六
条
一
項
の
助
成
要
請
を
婚
姻
よ
り
他
の
生
活
形
式
を
不
利
に
扱
う
こ
と
の
要
請
と
し
て
理
解
し
て
い
る
の
で
、
こ

の
こ
と
を
見
誤
っ
て
い
る
。
基
本
法
六
条
一
項
は
、
婚
姻
に
し
か
認
め
ら
れ
な
い
憲
法
上
の
保
護
を
通
じ
て
婚
姻
に
特
権
を
付
与
し
、
婚
姻
に
適
し
た

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

措
置
を
通
じ
て
婚
姻
を
助
成
す
る
こ
と
を
立
法
者
に
義
務
付
け
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
他
の
生
活
形
式
を
不
利
に
扱
う
要
請
は
導
か
れ

な
い
。
法
秩
序
が
異
性
間
の
パ
ー
ト
ナ
ー
同
士
の
生
活
共
同
体
と
し
て
の
婚
姻
と
競
合
関
係
に
な
り
得
な
い
他
の
生
活
共
同
体
を
も
承
認
す
る
と
き
、

婚
姻
の
法
的
保
護
と
助
成
の
範
囲
は
如
何
な
る
観
点
に
お
い
て
も
縮
小
さ
れ
て
は
い
な
い
。
婚
姻
の
特
別
な
保
護
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
他
の
生
活
共
同

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

体
を
婚
姻
と
距
離
を
置
い
て
内
容
形
成
し
、
当
該
生
活
共
同
体
が
よ
り
少
な
い
権
利
し
か
も
た
な
い
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
と
推
論
す
る
こ
と
は
、
憲

(81) 

法
上
基
礎
付
け
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

反
対
意
見
の
主
張
と
噛
み
合
っ
た
反
論
と
な
っ
て
い
る
の
か
は
疑
わ
し
い
も
の
の
、
か
か
る
説
示
に
お
い
て
、
法
廷
意
見
は
、
H
a
a
s
判
事

を
名
指
し
し
て
、
婚
姻
の
助
成
要
請
か
ら
、
婚
姻
に
比
し
て
他
の
生
活
形
式
を
不
利
に
扱
う
こ
と
を
命
じ
る
「
距
離
要
請
」
が
導
か
れ
な
い

こ
と
を
明
確
に
指
摘
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
基
本
法
六
条
一
項
の
婚
姻
の
「
特
別
な
」
保
護
と
い
う
表
現
は
、
法
廷
意
見
か
ら
す
る
と
、

「
憲
法
に
よ
っ
て
婚
姻
に
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
機
能
を
婚
姻
が
果
た
し
得
る
よ
う
に
配
慮
す
る
」
程
度
の
意
味
し
か
持
た
な
い
も
の
と
位

し
か
し
他
方
で
、
法
廷
意
見
は
、
「
特
別
な
」
と
い
う
文
言
に
特
段
の
意
義
を
認
め
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
立
法
者
の
法
定
立
が
婚
姻

の
助
成
要
請
に
反
し
得
る
場
合
が
あ
る
こ
と
に
も
言
及
し
て
い
る
。

、
、
、
、
、
、
、
、

国
家
の
助
成
義
務
は
、
基
本
法
六
条
一
項
の
保
謹
の
目
的
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
立
法
者
が
自
ら
規
範
設
定
を
通
じ
て
婚
姻
が
そ
の
機
能
を

置
付
け
ら
れ
て
い
る
。



27-1司性婚の内容形成と平等原則口

m
婚
姻
と
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
「
分
離
す
れ
ど
も
平
等
」
で
あ
る

2

平
等
原
則
に
よ
る
実
質
的
な
差
異
の
喪
失
「
分
離
す
れ
ど
も
平
等
」
？

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

失
う
こ
と
に
寄
与
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
立
法
者
は
、
基
本
法
六
条
一
項
に
基
づ
く
助
成
要
請
に
違
反
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
立
法
者
が
婚
姻

と
競
合
関
係
に
あ
る
同
一
の
機
能
を
有
す
る
他
の
制
度
を
創
設
し
、
同
制
度
に
例
え
ば
同
一
の
権
利
と
よ
り
少
な
い
義
務
し
か
与
え
ず
、
そ
の
結
果
、

両
制
度
が
代
替
可
能
な
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
危
険
は
生
じ
得
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
種
の
代
替
可
能
性
は
、
登

録
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
創
設
に
結
び
付
く
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
登
録
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
が
向
け
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
名

宛
人
集
団
が
婚
姻
の
名
宛
人
集
団
と
接
触
し
な
い
こ
と
か
ら
し
て
既
に
、
登
録
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
婚
姻
と
競
合
関
係
に
は
な
り
得
な
い
。
こ

の
よ
う
な
相
違
が
あ
る
が
故
に
、
登
録
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
、
両
少
数
意
見
で
想
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
誤
っ
た
レ
ッ
テ
ル
を
持
つ
婚
姻
で

、
、
、
、
、
、

も
な
く
、
婚
姻
と
は
別
物

(ein
aliud 
z
u
r
 E
h
e
)

な
の
で
あ
る
。
そ
の
名
称
が
、
登
録
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
別
の
種
類
の
も
の
で
あ
る
こ
と

、
、
、
、

を
基
礎
付
け
る
の
で
は
な
く
、
登
録
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
そ
の
関
係
を
拘
束
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
、
男
性
と
女
性
で
は
な
く
、
二
人
の
同

、
、
、
、
ヽ

(82)

性
カ
ッ
プ
ル
で
あ
る
と
い
う
事
情
が
、
そ
の
こ
と
を
基
礎
付
け
る
の
で
あ
る
。

か
か
る
説
示
に
よ
る
と
、
ま
ず
も
っ
て
、
助
成
要
請
に
対
す
る
違
反
は
、
婚
姻
と
代
替
可
能
な
法
制
度
の
創
設
に
よ
っ
て
、
立
法
者
が
「
婚

姻
が
そ
の
機
能
を
失
う
こ
と
に
寄
与
し
て
い
る
」
場
合
に
生
じ
る
。
法
廷
意
見
は
、
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
、
「
婚
姻
と
は
別
物
」
で
あ
る
と

こ
ろ
の
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
に
関
し
て
助
成
要
請
違
反
の
危
険
は
生
じ
て
い
な
い
と
判
断
し
た
の
で
あ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
同
性
間
の
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
「
婚
姻
と
は
別
物
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
理
由
に
、

当
該
制
度
が
基
本
法
六
条
一
項
の
制
度
保
障
や
助
成
要
請
に
反
し
な
い
と
結
論
付
け
た
。
本
節
冒
頭
の
問
い
に
照
ら
し
て
整
理
す
る
な
ら
ば
、

婚
姻
は
依
然
と
し
て
異
性
間
の
関
係
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
法
は
伝
統
的
な
婚
姻
理
解
に
反
せ
ず
、
ま

た
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
同
裁
判
に
お
け
る
法
廷
意
見
の
解
釈
は
、
主
観
的
歴
史
的
な
制
度
保
障
の
理
解
か
ら
も
逸
脱
し
て
は
い
な
い
と
解
さ
れ
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な
い
憲
法
解
釈
の
歪
み
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
。
そ
の
歪
み
は
、

一
八
九
六
年
の

P
l
e
s
s
y
v
•
F
e
r
g
u
s
o
n

事
件
連

一
方
で
、
基
本
法
三
条
一
項
の
一
般
的
平
等
原
則
を
通
じ
た
婚
姻
と
生

築
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

る
。
そ
れ
以
上
に
、
む
し
ろ
、
同
性
間
の
た
め
の
法
制
度
を
創
設
す
る
立
法
者
の
内
容
形
成
権
限
が
憲
法
上
許
容
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

同
判
決
以
降
の
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
め
ぐ
る
憲
法
論
議
の
ト
ポ
ス
は
、
次
第
に
、
基
本
法
六
条
一
項
か
ら
、
婚
姻
と
生
活
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
の
区
別
を
問
う
基
本
法
三
条
一
項
の
一
般
的
平
等
原
則
へ
と
推
移
し
て
い
く
。
上
述
の
二

0
0
二
年
の
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
法
の
合
憲
性
に
関
す
る
判
決
の
時
点
で
既
に
、
婚
姻
と
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
実
質
的
な
対
等
化
を
推
し
進
め
る
た
め
の
基
盤
は
構

し
か
し
、
同
裁
判
所
の
立
論
は
、
同
性
間
の
生
活
共
同
体
に
関
す
る
後
続
の
憲
法
判
例
に
お
い
て
、
解
釈
方
法
論
と
し
て
は
首
尾
一
貫
し

活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
法
的
規
律
に
関
す
る
区
別
の
消
失
に
よ
っ
て
生
じ
、
他
方
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
可
能
と
な
っ
た
憲
法
上
の
「
家

族
」
お
よ
び
「
親
」
の
概
念
へ
の
同
性
同
士
の
親
と
子
の
法
的
関
係
の
包
摂
に
よ
っ
て
生
じ
る
。
以
下
で
詳
細
に
見
て
い
く
よ
う
に
、
生
活

、
、
、

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
関
す
る
一
連
の
裁
判
に
お
い
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
「
婚
姻
」
で
な
い
限
り
で
、

ま
た
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
ら
と
子
の
関
係
が
「
家
族
」
で
あ
る
限
り
で
、
平
等
原
則
に
よ
る
両
制
度
の
実
質
的
な
対
等
化
が
徹
底
し
て
妥
当
す

べ
き
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
よ
う
に
な
る
。

S
h
u
,
P
e
r
n
g
H
w
a
n
g
は、

い
み
じ
く
も
、
こ
の
よ
う
な
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
解
釈
戦
略
を

(83) 

「
分
離
す
れ
ど
も
平
等

(separate
b
u
t
 
equal)
」
を
謳
う
歪
曲
し
た
法
的
論
証
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
論
難
す
る
。

周
知
の
と
お
り
、
こ
の
「
分
離
す
れ
ど
も
平
等
」
原
則
は
、
奴
隷
解
放
以
降
も
な
お
広
範
な
人
種
差
別
が
残
存
し
て
い
た
一
九
世
紀
後
半

の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
、
人
種
に
基
づ
く
類
別
の
禁
止
に
対
す
る
反
動
と
し
て
、

(84) 

邦
最
高
裁
判
決
の
な
か
で
産
み
落
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
修
正
一
四
条
の
「
平
等
な
保
護

(equal
protection)
」
に
関
す
る
同
判
決
の
法

的
論
証
は
、
鉄
道
の
客
室
に
お
け
る
白
人
と
黒
人
の
分
離
を
鉄
道
会
社
に
求
め
る
州
法
の
規
定
を
州
の
広
範
な
裁
量
を
理
由
に
、
す
な
わ
ち
、

「
立
法
者
が
人
民
の
定
着
し
た
慣
行
、
慣
習
、
伝
統
を
参
照
し
、
ま
た
、
公
衆
の
安
全
と
善
き
秩
序
の
維
持
を
目
的
と
し
て
行
動
す
る
こ
と

(85) 

が
許
さ
れ
て
い
る
」
こ
と
を
理
由
に
「
不
合
理
な
規
定
」
で
な
い
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
州
は
鉄
道
と
い
う
公
的
事
業
に
関
し
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切
平
等
審
査
の
新
傾
向
ー
差
別
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し
て
の
「
性
的
指
向
」

よヽ
つ。

、
、
、
、
、

て
法
を
定
め
る
広
範
な
裁
量
を
有
す
る
の
で
あ
り
、
同
一
内
容
の
鉄
道
サ
ー
ビ
ス
が
白
人
に
も
黒
人
に
も
対
等
に
提
供
さ
れ
て
い
る
限
り
、

人
種
間
で
客
室
の
分
離
を
行
っ
た
と
し
て
も
、
そ
こ
に
は
憲
法
が
禁
止
す
る
不
平
等
な
取
扱
い
は
存
在
し
な
い
、
と
い
う
の
が
「
分
離
す
れ

ど
も
平
等
」
原
則
の
内
実
で
あ
る
。
翻
っ
て
、
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
お
墨
付
き
を
与
え
た
婚
姻
と
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
二
元

、
、
、
、
、

的
制
度
の
運
用
も
ま
た
、
ほ
ぼ
同
一
内
容
の
権
利
義
務
関
係
の
も
と
に
、
異
性
間
と
同
性
間
と
で
制
度
の
分
離
を
行
う
も
の
で
あ
る
と
い
う

点
で
、
「
分
離
す
れ
ど
も
平
等
」
原
則
を
地
で
行
く
も
の
で
は
な
い
の
か
と
批
判
さ
れ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。

た
だ
し
、
こ
の
婚
姻
と
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
間
の
「
分
離
す
れ
ど
も
平
等
」
原
則
は
、
理
論
的
に
は
、
次
の
二
つ
の
想
定
の
い
ず

れ
か
を
要
請
す
る
も
の
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
に
、
婚
姻
と
の
区
別
を
前
提
に
し
つ
つ
も
、
同
性
間
の
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
制
度
の
創
設
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
と
す
る
解
釈
で
あ
る
。
こ
の
解
釈
に
依
拠
す
る
場
合
、
何
ら
か
の
制
度
に
よ
っ
て
同
性
カ
ッ

プ
ル
に
身
分
法
上
の
地
位
を
与
え
る
こ
と
が
当
該
原
則
に
と
っ
て
重
要
と
な
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
第
二
に
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
の

創
設
ま
で
は
要
請
さ
れ
な
い
が
、
関
連
す
る
諸
法
の
目
的
に
照
ら
し
て
、
同
性
間
に
は
様
々
な
法
律
上
の
諸
利
益
へ
の
対
等
な
ア
ク
セ
ス
が

保
障
さ
れ
る
と
す
る
解
釈
を
想
定
し
得
る
。
こ
れ
は
、
異
な
る
名
称
の
も
と
に
性
的
指
向
に
よ
っ
て
利
用
可
能
な
制
度
が
形
式
的
に
は
「
分

離
」
さ
れ
て
は
い
る
が
、
既
存
の
制
度
と
比
較
可
能
な
制
度
が
立
法
を
通
じ
て
創
設
さ
れ
て
い
る
限
り
で
、
両
者
の
内
容
に
関
す
る
実
質
的

な
「
平
等
」
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
諸
判
例
は
、
後
述
す
る
平
等
審
査
の
新
傾
向
の
な
か
で
後

者
の
解
釈
を
推
し
進
め
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
解
釈
戦
略
の
是
非
を
平
等
原
則
の
審
査
基
準
と
い
う
観
点
か
ら
改
め
て
考
察
し
直
す
こ
と
に
し

婚
姻
と
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
区
別
に
関
す
る
同
裁
判
所
の
立
論
の
な
か
に
は
、
「
分
離
す
れ
ど
も
平
等
」
に
は
汲
み
尽
さ
れ
な
い

(86) 

平
等
原
則
に
関
す
る
判
例
法
理
の
展
開
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
「
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
お
け
る
平
等
審
査
の
新
傾
向
」
を
示
す
審

査
基
準
の
変
化
の
流
れ
の
中
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
来
、
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
平
等
審
査
は
、
法
律
の
明
白
な
不
合
理
性
を
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さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
考
慮
要
素
と
な
る
一
定
の
指
標
に
基
づ
い
て
、
審
査
基
準
の
厳
格
度
を
決
定
す
る
と
い
う
の
が
、
新
傾
向
に
お

(87) 

け
る
平
等
審
査
の
特
徴
で
あ
る
。

こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
不
平
等
な
取
扱
い
に
関
す
る
種
々
の
憲
法
判
例
に
お
い
て
、
新
傾
向
に
お
い
て
平
等

審
査
の
厳
格
度
を
高
め
る
指
標
の
一

O
r
i
e
n
t
i
e
r
u
n
g
)
」
で
あ
る
。
例
え
ば
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
第
二
法
廷
は
、
二

0
一
三
年
五
月
七
日
の
配
偶
者
分
割
課
税
の
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
に
対
す
る
適
用
の
排
除
が
問
題
と
な
っ
た
事
案
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
「
性
的
指
向
」
と
い
う
人
物
に
関
連
す
る
メ
ル
ク
マ
ー
ル
は
、
平
等
審
査
に
お
け
る
比
例
性
の
厳
格
度
を
高
め
る
指
標
と
し

(89) 

て
考
慮
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
婚
姻
と
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
の
間
の
不
平
等
な
取
扱
い
が
問
題
と
な
る
規
定
は
、
そ
の
不
平
等
な
取
扱
い
が
生
ず
る
発

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

区
別
を
も
た
ら
す
人
物
に
関
連
す
る
メ
ル
ク
マ
ー
ル
が
、
基
本
法
三
条
三
項
に
列
挙
さ
れ
た
メ
ル
ク
マ
ー
ル
に
接
近
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
す
な
わ
ち

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

当
該
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
結
び
付
く
不
利
な
取
扱
い
が
少
数
派
の
差
別
を
も
た
ら
す
危
険
性
が
高
ま
れ
ば
高
ま
る
ほ
ど
、
人
的
集
団
の
不
平
等
な
取
扱
い

、
、
、
、

(88)

の
正
統
化
の
要
求
は
一
層
厳
格
な
も
の
と
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
例
え
ば
、
性
的
指
向
に
基
づ
く
差
別
の
場
合
に
も
当
て
は
ま
る
。

）
の
新
た
な
審
査
基
準
の
も
と
で
は
、

問
う
「
恣
意
の
禁
止
」
と
い
う
緩
や
か
な
審
査
基
準
と
、
比
例
性
の
審
査
が
適
用
さ
れ
る
厳
格
な
審
査
基
準
の
二
分
化
図
式
を
基
礎
と
す
る

、
、
、
、

も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
基
準
が
、
事
実
お
よ
び
行
為
に
関
す
る
不
平
等
取
扱
い
が
問
題
と
な
る
場
合
と
、
人
の
属
性
の
相
違
を
理
由
と

す
る
不
平
等
取
扱
い
が
問
題
と
な
る
場
合
に
適
用
さ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
こ
こ
で
の
「
新
傾
向
」
と
は
、
こ
の
よ
う
な
二
分
化
図
式
を

廃
し
、
恣
意
の
禁
止
の
基
準
を
最
も
緩
や
か
な
比
例
性
審
査
の
適
用
形
式
と
し
て
捉
え
る
連
続
的
で
統
一
的
な
審
査
方
法
へ
の
転
換
を
指
す
。

一
律
に
比
例
性
の
審
査
が
行
わ
れ
る
が
、
そ
の
際
に
は
、
当
該
審
査
を
高
め
る
種
々
の
要
素
が
考
慮

つ
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
指
標
と
は
、
す
な
わ
ち
、
「
性
的
指
向

(die
sexuelle 
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し
て
は
理
解
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

端
を
遡
れ
ば
、
結
局
の
と
こ
ろ
は
、
当
該
制
度
を
利
用
す
る
当
事
者
の
性
的
指
向
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
以
上
、
概
し
て
、
こ

う
し
た
区
別
を
も
た
ら
す
規
定
は
厳
格
な
審
査
に
服
す
る
蓋
然
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
同
様
の
論
理
で
既
に
、
連
邦
憲
法
裁
判
所

は
、
二

0
0
九
年
七
月
七
日
に
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
遺
族
生
活
扶
助
を
認
め
な
い
連
邦
・
ラ
ン
ト
年
金
機
構
規
則
を
違
憲
と
判
断
し

(90) 

て
い
た
。
そ
の
判
決
に
お
い
て
、
連
憲
法
裁
判
所
は
、
性
的
指
向
に
基
づ
く
差
別
の
正
当
化
根
拠
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
当
該
差
別
を
正
当
化
す
る
た
め
に
は
、
「
基
本
法
六
条
一
項
を
単
に
引
き
合
い
に
出
す
だ
け
で
な
く
、
そ
の
と
き
ど
き
の
規
制
対

象
と
規
制
目
的
に
適
し
た
か
た
ち
で
、
他
の
生
活
形
式
の
不
利
な
扱
い
を
正
当
化
す
る
十
分
に
重
み
の
あ
る
実
質
的
根
拠

(ein
hinrei, 

(91) 

c
h
e
n
d
 g
e
w
i
c
h
t
i
g
e
n
 
S
a
c
h
g
r
u
n
d
)

が
必
要
と
な
る
」
。
こ
こ
で
、
憲
法
上
婚
姻
が
特
別
な
保
護
に
値
す
る
と
い
う
基
本
法
六
条
一
項
の
価
値

決
定
は
、
も
は
や
差
別
の
正
当
化
根
拠
と
し
て
は
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。
二

0
0
二
年
の
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
法
の
合
憲
性
に
関
す
る

判
決
と
同
様
、
こ
こ
で
も
、
婚
姻
の
「
特
別
な
保
護
」
は
、
婚
姻
を
他
の
生
活
形
式
に
比
し
て
特
権
的
に
取
扱
う
こ
と
を
要
請
す
る
規
範
と

こ
う
し
て
、

一
方
で
、
同
性
カ
ッ
プ
ル
の
婚
姻
の
機
会
は
異
性
性
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
に
固
執
す
る
伝
統
的
な
制
度
保
障
の
理
解
の
も
と
に

閉
ざ
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
り
な
が
ら
、
他
方
で
、
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
対
す
る
法
律
上
の
不
平
等
な
取
扱
い
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の

平
等
審
査
の
新
た
な
解
釈
に
よ
っ
て
徹
底
し
て
是
正
さ
れ
て
い
っ
た
。
加
え
て
、
基
本
法
六
条
一
項
の
婚
姻
の
「
特
別
な
保
護
」
の
要
請
は
、

婚
姻
と
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
法
的
規
律
が
実
質
的
に
対
等
化
す
る
過
程
の
な
か
で
押
し
な
べ
て
相
対
化
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
上
述
の
よ
う
に
、
婚
姻
の
「
距
離
要
請
」
を
否
定
し
、
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
婚
姻
に
い
く
ら
接
近
さ
せ
た
と
し
て
も
、
異
性
間

の
関
係
と
同
性
間
の
関
係
は
制
度
に
お
い
て
依
然
と
し
て
分
離
し
た
ま
ま
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
基
本
法
六
条
一
項
の
価
値
決
定
で
は
な
く
、

婚
姻
概
念
の
核
心
的
内
実
が
変
更
さ
れ
な
い
ま
ま
で
い
る
こ
と
を
求
め
る
制
度
保
障
を
通
じ
て
、
婚
姻
の
特
別
な
保
護
の
要
請
は
現
実
化
し

(92) 

て
お
り
、
言
う
な
れ
ば
、
婚
姻
が
異
性
間
に
限
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
に
お
い
て
の
み
婚
姻
は
「
特
別
な
」
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
も
っ

と
も
、
不
幸
中
の
幸
い
か
、
こ
う
し
た
「
分
離
す
れ
ど
も
平
等
」
と
い
う
歪
曲
し
た
憲
法
解
釈
に
依
拠
し
つ
つ
も
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
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、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

基
本
法
六
条
二
項
一
文
の
意
味
で
の
「
親
」
の
も
と
で
何
が
理
解
さ
れ
る
べ
き
か
に
関
す
る
歴
史
的
な
考
え
方
か
ら
逸
脱
す
る
こ
と
は
、
今
日
に
お

特
別
な
平
等
の
要
請
が
妥
当
す
る
基
本
法
三
条
三
項
の
差
別
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
「
性
的
指
向
」
と
い
う
新
た
な
差

別
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
を
作
り
上
げ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
平
等
の
審
査
方
法
に
新
た
な
地
平
を
開
拓
し
た
の
で
あ
っ
た
。

憲
法
上
の
「
家
族
」
お
よ
び
「
親
」
の
概
念
の
同
性
間
へ
の
拡
張

こ
れ
ま
で
の
考
察
か
ら
は
、
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
法
の
施
行
以
降
も
な
お
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
婚
姻
の
解
釈
が
、
主
観
的
歴
史
的

な
制
度
保
障
の
理
解
に
よ
っ
て
強
く
規
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
現
状
保
障
的
な
解
釈
方
法
が
故
に
、
同
性
間
の
婚
姻
の
機
会
が
固
く
閉
ざ
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
少
な
か
ら
ぬ
学
説
が
批
判
を
向
け
て
い
た
よ
う
に
、
そ
の
制
度
保
障
の
理
解
か
ら
し
て
も
、
ま
た
婚
姻
が
憲
法

上
保
護
に
値
す
る
と
い
う
基
本
法
六
条
一
項
の
価
値
決
定
の
観
点
か
ら
し
て
も
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
婚
姻
の
解
釈
は
、
多
分
に
議
論
の
余

地
が
あ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
他
方
で
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
が
判
例
法
理
と
し
て
今
後
も
維
持
し
得
る
も
の
で
あ
る
の
か
否
か
を

評
価
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
同
裁
判
所
が
、
「
婚
姻
」
と
は
異
な
り
、
基
本
法
上
の
「
家
族
」
や
「
親
」
の
概
念
を
同
性
間
の
生
活
共
同
体

に
も
拡
張
す
る
か
た
ち
で
解
釈
し
て
い
る
こ
と
を
も
併
せ
て
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
も
、
基
本
法
六
条
一
項
の
成
立
史
か

(93) 

ら
同
一
条
文
中
に
並
置
さ
れ
た
「
婚
姻
」
と
「
家
族
」
の
意
味
連
関
が
読
み
取
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
、
婚
姻
が
子
を
持
つ
カ
ッ
プ
ル
に
の
み

限
定
さ
れ
な
い
に
せ
よ
、
そ
れ
が
子
の
両
親
と
な
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
家
族
の
創
設
に
向
け
て
構
想
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、

「
家
族
」
や
「
親
」
の
概
念
の
法
的
か
つ
社
会
的
な
意
味
の
変
化
は
、
主
観
的
歴
史
的
な
解
釈
に
基
づ
く
「
婚
姻
」
の
概
念
理
解
を
相
対
化

〈

94)

さ
せ
る
契
機
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
ず
も
っ
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
二

0
一
三
年
二
月
一
九
日
の
継
養
子
縁
組
に
関
す
る
判
決
に
お
い
て
、
基
本
法
六
条
二
項
一
文
の

「
親
」
の
概
念
が
同
性
同
士
の
両
親
を
排
除
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
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、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

い
て
当
該
条
文
を
登
録
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
適
用
す
る
こ
と
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
。

確
か
に
、
基
本
法
の
成
立
の
時
期
に
、
同
性
愛
が
当
時
処
罰
さ
れ
る
得
る
も
の
で
あ
り
、
社
会
的
に
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、

基
本
法
六
条
二
項
の
起
草
の
際
に
、
も
っ
ば
ら
異
性
間
の
両
親
が
想
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
前
提
に
出
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
だ
か
ら

と
い
っ
て
、
当
該
規
範
に
同
性
間
の
両
親
を
承
認
す
る
こ
と
に
関
す
る
意
識
的
な
反
対
は
含
意
さ
れ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、
こ
の
こ
と
は
、
単
純
に
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

当
時
の
観
念
の
地
平
の
外
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
応
し
て
、
今
日
と
は
異
な
り
当
時
は
、
二
人
の
同
性
の
人
び
と
が
単
純
法
律
上
親
に
な
る

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

と
い
う
事
態
は
生
じ
得
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
時
の
観
念
世
界
と
そ
の
際
に
付
け
加
え
ら
れ
る
歴
史
的
な
概
念
理
解
は
、
同
性
愛
を

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

法
的
に
組
み
込
む
と
い
う
変
化
に
よ
っ
て
次
第
に
消
失
し
て
い
っ
た
。
基
本
法
の
施
行
の
際
の
状
況
と
は
裏
腹
に
、
基
本
権
だ
け
で
な
く
、
同
性
同
士

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

で
あ
る
こ
と

(
G
!
e
i
c
h
g
e
s
c
h
l
e
c
h
t
l
i
c
h
k
e
i
t
)

や
同
性
カ
ッ
プ
ル
の
生
活
状
況
に
関
す
る
社
会
の
考
え
方
も
ま
た
著
し
く
変
化
し
た
。
同
性
同
士
の
二

人
の
人
を
親
の
カ
ッ
プ
ル
と
見
な
す
こ
と
が
、
同
性
愛
者
が
彼
ら
の
持
続
的
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
そ
の
も
の
の
法
的
な
権
限
お
よ
び
承
認
を
拒
絶
さ

(95) 

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
日
無
に
帰
す
る
と
い
う
こ
と
は
も
は
や
あ
り
得
な
い
。

上
記
の
判
決
で
は
、
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
法
上
、
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
が
も
う
一
方
の
パ
ー
ト
ナ
ー
の
養
子
と
養
子
縁
組
を
行
う
た
め
に

必
要
な
民
法
典
一
七
四
二
条
に
お
け
る
継
養
子
縁
組

(
S
u
k
z
e
s
s
i
v
a
d
o
p
t
i
o
n
)

の
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
ヘ
の
準
用
が
認
め
ら
れ
て
い
な

い
こ
と
の
合
憲
性
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
結
論
と
し
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
同
規
定
の
適
用
範
囲
を
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
も

拡
張
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
同
性
愛
者
や
同
性
間
の
生
活
共
同
体
に
関
す
る
法
的
か
つ
社
会
的
な
変
化
が
、
基
本

法
上
の
「
親
」
の
概
念
を
拡
張
す
る
根
拠
の
一
っ
と
し
て
引
き
合
い
に
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
点
で
、
基
本
法
上
の
「
親
」
の
概
念
に
関
す
る
連
憲
法
裁
判
所
の
解
釈
が
「
婚
姻
」
の
そ
れ
と
大
き
く
異
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
婚
姻
と
は
異
な
り
、
親
の
地
位
を
憲
法
改
正
に
よ
っ
て
の
み
修
正
可
能
な
制
度
保
障
の
対
象
と
し
て
理
解
し
て

(96) 

い
な
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
応
す
る
か
た
ち
で
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
基
本
法
六
条
一
項
の
「
家
族
」
概
念
を
広
く
理
解
し
、
そ
の
「
家
族
」
概
念
の
中
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に
子
を
持
つ
同
性
間
の
生
活
共
同
体
を
取
り
込
ん
で
い
る
。
先
と
同
様
の
判
決
で
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る

同
性
間
の
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
と
子
か
ら
成
る
共
同
体
が
長
期
的
な
関
係
を
目
指
し
て
置
か
れ
、
包
括
的
な
共
同
体
と
し
て
営
ま
れ
て
い
る
限
り
で
、

家
族
の
基
本
権
は
当
該
共
同
体
を
も
保
護
す
る
。

子
を
持
つ
親
か
ら
成
る
事
実
上
の
生
活
お
よ
び
教
育
共
同
体
は
、
基
本
法
六
条
一
項
に
よ
っ
て
家
族
と
し
て
保
護
さ
れ
る
。
原
則
と
し
て
保
護
が
必

、
、
、
、
、
、
、
、

要
と
さ
れ
る
子
の
肉
体
的
か
つ
精
神
的
な
発
達
は
、
家
族
と
、
そ
の
親
に
よ
る
教
育
の
な
か
で
本
質
的
に
基
礎
付
け
ら
れ
る
。
家
族
の
基
本
権
は
、
家

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

族
的
な
結
合
の
特
殊
な
心
理
的
か
つ
社
会
的
な
機
能
の
保
謹
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
基
本
権
保
談
は
、
法
的
な
血
族
関
係
の
存
在
を

前
提
と
し
て
い
な
い
。
そ
の
点
で
は
、
基
本
法
六
条
一
項
に
基
づ
く
家
族
の
保
護
が
、
「
社
会
的
な
家
族
」
と
し
て
、
法
的
な
親
子
関
係
の
存
在
に
依

存
し
な
い
、
広
い
意
味
で
の
家
族
共
同
体
を
包
含
す
る
と
き
、
そ
の
保
護
は
、
基
本
法
六
条
二
項
一
文
の
親
の
権
利
を
超
え
て
広
が
っ
て
い
く
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

こ
の
家
族
の
基
本
権
の
保
護
の
目
的
を
踏
ま
え
る
と
、
同
性
間
の
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
と
子
か
ら
成
る
、
長
期
的
な
関
係
を
目
的
と
し
た
、
社
会
的
な

(97) 

家
族
の
共
同
体
も
ま
た
、
憲
法
の
意
味
で
の
家
族
で
あ
る
。

上
述
の
よ
う
に
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
「
家
族
」
概
念
の
射
程
を
「
家
族
の
基
本
権
の
保
護
の
目
的
」
を
踏
ま
え
て
画
定
し
て
い
る
。
こ

れ
は
、
法
の
解
釈
方
法
論
に
お
け
る
目
的
論
的
解
釈
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
目
的
論
的
解
釈
を
「
家
族
」
概
念
に
施
す

こ
と
に
よ
っ
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
当
該
概
念
を
同
性
同
士
の
両
親
と
子
か
ら
成
る
関
係
に
拡
張
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
こ
と
を
前
提
に
す
る
と
、
基
本
法
六
条
一
項
に
お
い
て
、
「
婚
姻
」
概
念
に
の
み
主
観
的
歴
史
的
な
解
釈
に
よ
っ

て
推
論
さ
れ
る
「
異
性
婚
」
と
い
う
概
念
理
解
を
保
持
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
が
、
ま
す
ま
す
疑
わ
し
く
な
っ
て
く
る
。
「
当

(98) 

時
の
観
念
の
地
平
の
外
に
置
か
れ
て
い
た
」
の
は
、
同
性
カ
ッ
プ
ル
が
両
親
と
な
る
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
同
性
婚
も
ま
た
同
様
で
あ
る
。
そ

う
で
あ
る
な
ら
ば
、
同
性
婚
が
当
時
の
観
念
の
地
平
の
外
に
置
か
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
婚
姻
基
本
権
の
保
護
の
目
的
か
ら
し
て
、
基
本
法

(99) 

六
条
一
項
の
も
と
で
同
性
婚
の
保
護
を
語
る
こ
と
は
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。
我
々
は
、
こ
の
よ
う
な
ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ト
な
連
邦
憲
法
裁
判
所
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の
解
釈
を
如
何
に
受
け
止
め
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
節
の
最
後
に
、
こ
の
点
を
確
認
し
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
を
二

0
一
七
年
に
成
立

し
た
同
性
婚
立
法
へ
の
分
析
へ
と
架
橋
す
る
。

第
三
款

生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
法
施
行
以
降
の
婚
姻
や
家
族
に
関
す
る
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
基
本
権
ド
グ
マ
ー
テ
ィ
ク
を
総
括
す
る
な
ら
ば
、

次
の
よ
う
に
な
る
。
ま
ず
も
っ
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
婚
姻
と
実
質
的
に
対
等
に
取
扱
う
幾
度
の
法
改
正

と
同
裁
判
所
の
憲
法
判
断
を
経
て
も
な
お
、
カ
ッ
プ
ル
の
「
異
性
性
」
が
婚
姻
の
本
質
的
な
構
造
メ
ル
ク
マ
ー
ル
で
あ
る
こ
と
に
固
執
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
法
の
合
憲
性
が
争
わ
れ
た
二

0
0
二
年
七
月
一
七
日
の
裁
判
に
お
い
て
確
認
さ
れ
た
よ
う
に
、

生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
婚
姻
と
対
等
に
扱
わ
れ
る
べ
き
な
の
は
、
そ
れ
が
法
律
上
あ
く
ま
で
異
性
間
の
婚
姻
と
は
「
別
物

(
A
l
i
u
d
)
」

と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
し
か
し
他
方
で
、
法
律
上
の
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
不
平
等
な
取
扱
い
は
、
そ
れ
が

婚
姻
と
比
較
さ
れ
る
と
き
、
当
該
区
別
は
「
性
的
指
向
」
に
基
づ
く
差
別
と
し
て
認
定
さ
れ
る
た
め
、
厳
格
な
比
例
性
の
審
査
に
服
す
る
。

そ
の
結
果
、
こ
の
よ
う
な
平
等
原
則
の
審
査
の
も
と
で
は
、
も
は
や
法
制
度
と
し
て
の
婚
姻
に
排
他
的
な
内
容
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
制
度
保
障
を
理
由
に
依
然
と
し
て
婚
姻
を
異
性
間
に
限
定
し
て
い
る
た
め
、
婚
姻

と
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
、
ほ
ぽ
内
容
的
に
は
同
じ
規
定
を
有
す
る
制
度
に
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
依
然
と
し
て
同
性
間
に

は
婚
姻
が
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
歪
曲
し
た
解
釈
を
生
み
出
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

こ
の
点
で
、

S
t
e
p
h
a
n
R
i
x
e
n
が
提
起
す
る
次
の
疑
問
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
解
釈
の
論
理
的
な
帰
結
を
踏
ま
え
た
指
摘
と
し
て
正
鵠

を
射
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

連
邦
憲
法
裁
判
所
が
、
単
純
法
に
お
い
て
定
立
さ
れ
た
諸
々
の
法
的
効
果
に
関
す
る
対
等
な
取
扱
い
を
推
し
進
め
れ
ば
推
し
進
め
る
ほ
ど
、
生
活

小
括
ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ト
な
基
本
権
ド
グ
マ
ー
テ
ィ
ク
の
行
方
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が
可
能
と
な
る
。

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
「
婚
姻
と
は
別
物
」
で
あ
る
と
い
う
二

0
0
二
年
の
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
法
に
関
す
る
裁
判
に
お
い
て
打
ち
立
て
ら
れ
た

テ
ー
ゼ
は
、
ま
す
ま
す
首
尾
一
貫
し
た
も
の
で
な
く
な
る
。
〔
中
略
〕
け
れ
ど
も
、
婚
姻
と
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
本
質
的
に
比
肩
し
得
る
も
の

な
の
で
あ
れ
ば
、
婚
姻
は
別
物
で
は
あ
り
得
な
い
。
と
い
う
の
も
、
婚
姻
を
別
物
で
あ
る
と
し
て
い
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
夫
婦
の
異
性
性
は
、
ど
う

面）

や
ら
本
質
的
な
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
、
ど
の
よ
う
に
し
て
折
り
合
い
が
つ
け
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

以
上
の

R
i
x
e
n
の
疑
問
に
対
す
る
可
能
的
解
答
と
し
て
は
、
次
の
二
つ
が
想
定
で
き
る
。

生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
内
容
的
に
接
近
し
得
る
と
し
て
も
、
基
本
法
六
条
一
項
は
、
婚
姻
と
い
う
名
称
を
異
性
間
に
留
保
す
る
こ
と
を

、
、
、
、
、
、
、

要
請
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
考
え
方
に
よ
る
と
、
同
項
の
婚
姻
の
「
特
別
な
保
護
」
と
は
、
婚
姻
と
い
う
名
称

、
、
、

の
保
護
を
意
味
す
る
。
そ
の
際
、
余
り
に
も
技
巧
的
な
外
観
を
呈
す
る
が
故
に
法
政
策
的
に
は
優
れ
た
方
法
で
な
い
こ
と
は
否
め
な
い
に
せ

よ
、
同
性
婚
立
法
が
導
入
さ
れ
た
と
し
て
も
、
民
法
上
の
婚
姻
と
基
本
法
六
条
一
項
の
婚
姻
と
を
同
一
視
す
る
必
要
は
な
い
と
補
足
的
に
説

明
す
る
こ
と
で
、
単
純
法
律
上
の
婚
姻
と
基
本
法
上
の
そ
れ
と
を
二
元
的
に
両
立
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

そ
れ
に
対
し
て
、

二
つ
目
に
想
定
さ
れ
る
解
答
と
し
て
は
、
「
性
的
指
向
」
を
差
別
の
指
標
と
し
て
取
り
入
れ
た
「
新
傾
向
」
に
お
け
る

基
本
法
三
条
一
項
の
一
般
的
平
等
原
則
の
要
請
か
ら
し
て
、
も
は
や
「
異
性
性
」
と
い
う
婚
姻
の
構
造
メ
ル
ク
マ
ー
ル
は
憲
法
上
の
有
効
な

規
準
と
し
て
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
答
え
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
解
す
る
と
、
「
立
法
者
は
も
は
や
憲
法
を
理
由
に
し
て
ニ

つ
の
同
一
の
規
律
を
有
す
る
制
度
に
二
つ
の
異
な
る
名
称
を
あ
て
が
う
よ
う
義
務
付
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
支
障
な
く
基
礎

(IOl) 

付
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
。
そ
の
結
果
、
基
本
法
三
条
一
項
と
基
本
法
六
条
一
項
の
体
系
的
解
釈
と
し
て
、
「
異
性
性
」
と
い
う
構
造
メ
ル

ク
マ
ー
ル
を
放
棄
す
る
こ
と
が
許
容
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
憲
法
改
正
を
経
る
こ
と
な
く
、
民
法
上
の
婚
姻
を
同
性
間
に
開
放
す
る
こ
と

は
た
し
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
同
性
婚
立
法
が
成
立
し
た
暁
に
は
、
上
記
の
問
い
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
応
答
を
試
み
る
の
だ
ろ
う

―
つ
は
、
平
等
の
観
点
か
ら
如
何
に
婚
姻
と
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て
い
る
。

第
一
款
事
後
的
な
性
別
変
更
に
よ
る
同
性
婚
の
成
立
第
五
次
性
転
換
決
定

第

二

節

同

性

婚

か
。
本
稿
執
筆
時
点
に
お
い
て
、
二

0
一
七
年
に
可
決
さ
れ
た
同
性
婚
立
法
に
対
す
る
憲
法
判
断
は
下
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
現
時

点
に
お
い
て
、
こ
の
疑
問
に
つ
い
て
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
正
確
な
考
え
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
そ
の
代
わ
り
に
、
以
下
で
は
、
非

婚
要
件
を
定
め
て
い
た
性
転
換
法
の
規
定
を
違
憲
と
判
断
す
る
こ
と
で
事
実
上
同
性
婚
が
成
立
す
る
こ
と
を
承
認
し
た
第
五
次
性
転
換
決
定

と
、
同
性
婚
立
法
に
あ
た
る
「
同
性
間
の
婚
姻
の
締
結
の
権
利
の
導
入
に
関
す
る
法
律
」
の
立
法
理
由
や
そ
れ
に
対
す
る
学
説
の
評
価
を
検

討
す
る
こ
と
で
、
上
述
の
問
い
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
こ
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
通
じ
て
、
憲
法
改
正
を
経
ず
と
も
、
既

存
の
基
本
法
の
解
釈
に
よ
っ
て
同
性
間
へ
の
婚
姻
の
開
放
が
可
能
で
あ
る
の
か
を
探
る
こ
と
が
次
節
の
課
題
で
あ
る
。

二
0
一
七
年
の
同
性
婚
立
法
以
前
に
、
基
本
法
の
解
釈
に
よ
っ
て
同
性
間
の
婚
姻
が
事
実
上
承
認
さ
れ
た
特
殊
な
ケ
ー
ス
が
存
在
す
る
。

非
婚
要
件
を
定
め
て
い
た
性
転
換
法
八
条
の
合
憲
性
が
問
わ
れ
た
二

0
0
八
年
五
月
二
七
日
の
第
五
次
性
転
換
決
定

(
T
r
a
n
s
s
e
x
u
e
l
l
e
n
,

B
e
s
c
h
l
u
s
s
 (
V

)

)

で
あ
る
。
同
決
定
に
お
い
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
性
転
換
希
望
者

(
T
r
a
n
s
s
e
x
u
e
l
l
e
)

の
身
分
法

(Personlichkeits,

recht)

上
の
性
別
の
変
更
の
た
め
に
未
婚
で
あ
る
こ
と
を
要
件
と
す
る
こ
と
が
、
基
本
法
一
条
一
項
と
結
び
付
い
た
基
本
法
二
条
一
項
に
よ

っ
て
保
護
さ
れ
る
一
般
的
人
格
権
と
基
本
法
六
条
一
項
に
違
反
す
る
と
判
断
し
た
。
性
転
換
希
望
者
が
性
別
変
更
以
前
に
異
性
間
で
結
婚
し

て
い
た
と
い
う
例
外
的
な
ケ
ー
ス
で
は
あ
る
も
の
の
、
こ
の
決
定
に
よ
っ
て
、
事
実
上
、
同
性
婚
が
ド
イ
ツ
の
法
秩
序
に
お
い
て
成
立
し
得

る
こ
と
が
関
知
さ
れ
た
。
こ
の
違
憲
判
断
の
理
由
を
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
総
合
衡
量
に
基
づ
く
審
査
に
依
拠
し
て
次
の
よ
う
に
説
明
し
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一
方
で
、
婚
姻
を
異
性
間
の
カ
ッ
プ
ル
の
も
と
に
残
し
て
お
く
こ
と
の
立
法
上
の
利
益
、
他
方
で
、
既
に
結
婚
し
て
い
る
性
転
換
希
望
者
が
変
更
さ

れ
る
性
別
の
法
的
承
認
を
手
に
入
れ
よ
う
と
努
め
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
、
性
転
換
を
希
望
し
て
い
る
者
の
配
偶
者
が
婚
姻
を
継
続
維
持
す
る
こ
と
の

諸
利
益
を
と
も
に
比
較
衡
量
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
願
望
は
双
方
と
も
に
著
し
く
重
み
を
も
つ
。
し
か
し
、
基
本
法
一
条
一
項
と
結
び
付
い
た
二
条

一
項
に
由
来
す
る
固
有
の
性
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
承
認
を
求
め
る
権
利
に
認
め
ら
れ
る
べ
き
重
要
性
を
考
慮
に
入
れ
る
な
ら
ば
、
既
に
結
婚
し
て

い
る
性
転
換
希
望
者
が
、
そ
の
者
が
自
ら
認
識
し
変
更
す
る
性
別
で
承
認
さ
れ
る
こ
と
に
、
性
別
変
更
以
前
に
、
そ
の
者
に
婚
姻
と
し
て
法
的
に
確
保

さ
れ
た
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
解
消
と
い
う
要
件
を
結
び
付
け
る
こ
と
は
不
当
で
あ
る
。

婚
姻
の
保
護
に
関
し
て
対
立
す
る
こ
れ
ら
の
諸
利
益
は
、
同
じ
基
本
権
の
保
護
の
も
と
に
分
類
さ
れ
る
。
基
本
法
六
条
一
項
は
、
男
性
と
女
性
を
ひ

と
つ
の
生
活
共
同
体
へ
と
線
め
上
げ
る
こ
と
が
内
容
と
し
て
必
要
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
婚
姻
を
法
制
度
と
し
て
保
護
す
る
だ
け
で
な
く
、
締
結
さ
れ
た

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

婚
姻
お
よ
び
そ
の
配
偶
者
ら
を
そ
の
婚
姻
生
活
の
形
成
の
自
由
と
そ
の
婚
姻
の
存
続
に
対
す
る
利
益
に
お
い
て
保
護
す
る
。
〔
中
略
〕
既
に
結
婚
し
て

い
る
性
転
換
希
望
者
に
、
そ
の
者
の
性
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
法
的
承
認
か
、
あ
る
い
は
、
そ
の
者
の
婚
姻
の
維
持
か
、
と
い
う
二
者
択
一
を
選
択

す
る
こ
と
を
要
求
す
る
こ
と
は
、
基
本
法
六
条
一
項
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
た
他
方
配
偶
者
の
基
本
権
の
地
位
を
巻
き
添
え
に
し
、
当
事
者
ら
を
ほ
と
ん

ど
解
消
不
可
能
な
精
神
的
葛
藤
に
追
い
や
る
だ
け
で
な
く
、
不
当
な
基
本
権
侵
害
を
も
も
た
ら
す
。
性
転
換
法
八
条
が
基
本
法
一
条
一
項
と
結
び
付
い

た
基
本
法
二
条
一
項
、
お
よ
び
、
基
本
法
六
条
一
項
に
違
反
す
る
の
は
、
同
法
が
、
既
に
結
婚
し
て
い
る
性
転
換
希
望
者
に
、
そ
の
者
が
婚
姻
を
解
消

(lOz) 

す
る
こ
と
な
く
、
新
た
な
性
的
属
性
の
法
的
承
認
を
獲
得
す
る
可
能
性
を
認
め
て
い
な
い
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
憲
法
違
反
な
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
比
較
衡
量
の
際
に
、
性
転
換
を
希
望
す
る
者
の
人
格
権
と
そ
の
者
と
配
偶
者
の
婚
姻
を
維
持
す

る
権
利
を
一
方
の
秤
の
上
に
置
き
、
異
性
間
の
婚
姻
と
い
う
伝
統
的
な
婚
姻
理
解
を
維
持
す
る
立
法
者
の
利
益
を
も
う
一
方
の
秤
の
上
に
置

い
た
う
え
で
、
前
者
を
後
者
よ
り
重
み
の
あ
る
利
益
だ
と
判
断
し
た
。
と
り
わ
け
、
異
性
間
で
の
婚
姻
が
性
別
変
更
以
前
に
成
立
し
て
い
た

と
は
い
え
、
裁
判
所
が
、
憲
法
上
の
権
利
と
し
て
の
婚
姻
の
自
由
の
重
要
性
を
考
慮
し
て
結
果
的
に
同
性
婚
が
成
立
す
る
こ
と
を
承
諾
し
た

こ
と
は
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
婚
姻
の
自
由
の
内
容
形
成
に
お
い
て
、
「
異
性
性
」
と
い
う
メ
ル
ク
マ
ー
ル
の
持
つ

存
在
意
義
が
相
対
化
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
暗
に
示
唆
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
決
定
か
ら
九
年
後
、

つ
い
に
連
邦
議
会
で
同
性
婚
立
法
が
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、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

婚
姻
は
、
異
性
間
あ
る
い
は
同
性
間
の
二
人
の
者
に
よ
っ
て
長
期
に
わ
た
っ
て
締
結
さ
れ
る
。

同
性
婚
立
法
の
成
立
「
す
べ
て
の
人
に
婚
姻
を

(
E
h
e
fur 
a
=
e
)
」

ド
イ
ツ
に
お
け
る
同
性
婚
立
法
は
、

民
法
の
改
正
と
立
法
理
由

二
か
月
後
に
連
邦
議
会
選
挙
を
控
え
た
二

0
一
七
年
六
月
三

0
日
に
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
に
お
け
る
超

党
派
の
賛
成
多
数
を
得
て
可
決
さ
れ
る
（
三
九
一
＿
一
票
対
三
一
六
票
た
だ
し
白
票
四
）
。
こ
の
「
同
性
間
の
婚
姻
の
締
結
の
権
利
の
導
入
に
関
す
る

(103) 

法
律

(
G
e
s
e
t
z
z
u
r
 
E
i
n
f
i
i
h
r
u
n
g
 
d
e
s
 
R
e
c
h
t
s
 
a
u
f
 E
h
e
s
c
h
l
i
e
B
u
n
g
 fur 
P
e
r
s
o
n
 
g
l
e
i
c
h
e
n
 
G
e
s
c
h
l
e
c
h
t
s
)
」
、
涵
呼
称
「
ナ
ソ
ベ
て
の
人
に
組
｛
姻
を

(
E
h
e
 fur 
alle)
」
に
よ
っ
て
、
同
性
カ
ッ
プ
ル
も
異
性
カ
ッ
プ
ル
と
同
様
に
婚
姻
を
締
結
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
こ
の
法
律
は
、

二
0
一
五
年
―
一
月
一
―
日
に
既
に
提
出
さ
れ
て
い
た
連
邦
参
議
院
の
法
律
案
を
採
択
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
核
と
な
る
規
律
は
、
民
法

典
ニ
ニ
五
三
条
一
項
一
文
を
改
正
す
る
同
法
の
一
条
二
号
に
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
「
婚
姻
は
、
長
期
に
わ
た
っ
て
締
結
さ
れ

る
」
と
定
め
て
い
た
民
法
典
一
三
五
三
条
一
項
一
文
は
次
の
よ
う
に
改
め
ら
れ
た
。

こ
の
新
た
な
民
法
典
一
三
五
三
条
一
項
一
文
が
、
旧
規
定
と
比
較
し
て
、
法
技
術
上
、
婚
姻
の
定
義
を
同
性
間
も
含
む
か
た
ち
で
明
確
化

(104) 

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
二

0
一
七
年
一

0
月
一
日
の
同
法
の
施
行
以
降
、
同
性
カ
ッ
プ
ル
は
新
た
に
登
録
生
活
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
創
設
す
る
こ
と
が
不
可
能
と
な
り
（
三
条
三
項
）
、
異
性
カ
ッ
プ
ル
と
同
様
に
婚
姻
す
る
こ
と
し
か
で
き
な
く
な
っ
た
。
も

っ
と
も
、
既
に
登
録
さ
れ
て
い
た
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
、
自
動
的
に
婚
姻
へ
と
変
更
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
該
当
す
る
カ
ッ
プ
ル

は
、
登
録
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
法
2
0
a
条
に
基
づ
く
選
択
の
権
利
を
保
障
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
登
録
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

可
決
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

第
二
款
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と
に
成
功
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

J

の
点
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、

2

連
邦
参
議
院
の
法
律
案
に
お
け
る
立
法
理
由

(105) 

プ
法
も
ま
た
、
そ
の
限
り
で
引
き
続
き
有
効
な
ま
ま
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
同
法
の
施
行
以
前
に
お
い
て
既
に
、
婚
姻
と
登
録
生
活

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
ほ
ぼ
同
じ
内
容
を
備
え
た
制
度
と
な
っ
て
お
り
、
「
同
性
間
の
婚
姻
の
締
結
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
を
除
け
ば
、
登

録
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
法
的
地
位
と
比
較
し
た
同
法
の
効
果
は
、
民
法
典
一
七
四
一
条
二
項
が
婚
姻
カ
ッ
プ
ル
に
委
ね
て
い
る
共
同

(106) 

養
子
縁
組
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
に
尽
き
る
」
。

上
述
の
同
性
婚
立
法
が
三
九
三
票
対
ニ
ニ
六
票
で
可
決
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
同
法
は
、
憲
法
改
正
に
必
要
な
連
邦

議
会
に
お
け
る
三
分
の
二
の
特
別
多
数
に
相
当
す
る
議
員
か
ら
の
賛
成
票
を
得
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
例
え
ば
、
連
邦
議

会
に
お
い
て
も
、
キ
リ
ス
ト
教
民
主
同
盟
／
キ
リ
ス
ト
教
社
会
同
盟
の
会
派
か
ら
、
憲
法
改
正
に
依
ら
な
い
単
純
法
律
で
の
早
急
な
同
性
婚

(IOl) 

の
導
入
に
強
い
懸
念
が
示
さ
れ
て
い
た
。
と
り
わ
け
、
連
邦
議
会
お
よ
び
連
邦
参
議
院
の
三
分
の
二
の
特
別
多
数
を
要
件
と
す
る
基
本
法
改

正
の
ハ
ー
ド
ル
は
、
諸
外
国
と
比
べ
て
も
必
ず
し
も
低
い
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
ド
イ
ツ
で
は
基
本
法
の
改
正
が
平
均
的
に
は
毎
年
の

よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
憲
法
改
正
で
は
な
く
、
単
純
法
律
に
よ
っ
て
同
性
婚
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
が
、
反
対
派
の
大
き

(108) 

な
不
満
の
種
と
な
っ
て
い
る
。

一
貫
し
て
、

カ
ッ
プ
ル
の
異
性
性
を
婚
姻
の
本
質
的
な
構
造
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し
て
き
た
。
そ
れ
ゆ
え

に
、
同
裁
判
所
が
婚
姻
の
解
釈
を
変
更
し
な
い
限
り
、
同
性
婚
立
法
は
違
憲
と
な
る
恐
れ
が
あ
る
。
は
た
し
て
、
同
性
婚
立
法
の
起
草
者
た

ち
は
、
こ
の
解
釈
と
真
っ
向
か
ら
対
立
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
単
純
法
律
に
よ
る
同
性
間
へ
の
婚
姻
概
念
の
拡
張
を
如
何
な
る
論
理
の
も
と

に
正
当
化
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
そ
の
正
当
化
は
、
憲
法
解
釈
と
し
て
、
同
法
に
対
す
る
批
判
に
耐
え
得
る
論
拠
を
提
示
す
る
こ

(109) 

同
法
の
基
礎
と
な
る
連
邦
参
議
院
の
法
律
案
は
、
同
性
間
の
婚
姻
の
締
結
の
権
利
の
導
入
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
正
当
化
す
る
。
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伝
統
的
な
婚
姻
の
理
解
に
よ
れ
ば
、
配
偶
者
の
異
性
性
に
は
決
定
的
な
意
義

(
p
r
a
g
e
n
d
e
B
e
d
e
u
t
u
n
g
)

が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
同
様
に
、
配
偶
者

の
異
性
性
は
、
長
ら
く
、
基
本
法
六
条
一
項
の
意
味
で
の
婚
姻
の
不
可
欠
な
前
提
と
見
な
さ
れ
て
い
た
の
で
、
同
性
間
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
、
婚

姻
概
念
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
基
本
法
を
成
立
さ
せ
る
際
に
、
同
性
愛
は
道
徳
に
反
す
る
も
の
と
見
な
さ
れ
、
刑
法
典

(
S
t
G
B
)

一
七
五

条
以
下
で
刑
法
上
の
禁
止
を
課
さ
れ
て
い
た
。
基
本
法
の
差
別
の
保
護
に
同
性
愛
の
人
び
と
を
算
入
す
る
こ
と
、
ま
し
て
や
、
同
性
カ
ッ
プ
ル
を
承
認

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

す
る
こ
と
は
、
こ
の
時
代
、
す
べ
て
の
政
党
の
枠
を
超
え
て
観
念
世
界
の
向
こ
う
側
に
あ
っ
た
。
一
九
六
九
年
に
、
男
性
の
同
性
愛
の
刑
法
上
の
全
面

、
、
、
、
、

的
な
禁
止
を
廃
止
す
る
流
れ
に
な
っ
て
よ
う
や
く
、
法
的
な
実
務
は
変
化
し
、
徐
々
に
、
社
会
に
よ
る
劣
等
の
烙
印
（
S
t
i
g
m
a
t
i
s
i
e
r
u
n
g
)

が
取
り
去

ら
れ
て
い
っ
た
。
〔
中
略
〕

一
九
九
三
年
の
部
会
決
定

(
K
a
m
m
e
r
b
e
s
c
h
l
u
s
s
)

に
お
い
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
「
〔
婚
姻
関
係
に
お
け
る
〕
性
別
の
相
違
が
も
は
や
決
定
的

な
意
義
を
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
意
味
で
、
婚
姻
理
解
の
根
本
的
な
変
化
を
裏
付
け
る
十
分
な
根
拠
」
が
示
さ
れ
て
は
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
そ

れ
ゆ
え
、
裁
判
所
は
、
憲
法
を
根
拠
に
同
性
愛
者
の
婚
姻
が
開
放
さ
れ
る
こ
と
を
拒
絶
し
、
同
性
カ
ッ
プ
ル
の
承
認
の
た
め
の
更
な
る
措
置
を
実
行
に

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

移
す
こ
と
を
立
法
者
に
委
ね
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
同
性
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
た
め
に
婚
姻
を
開
放
す
る
こ
と
を
許
容
す
る
婚
姻
理
解
の

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

今
後
の
変
化
は
、
将
来
的
に
は
排
除
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

こ
こ
で
言
及
さ
れ
て
い
る
一
九
九
三
年
の
部
会
決
定
に
お
い
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
婚
姻
が
異
性
間
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
を
正
当
な
も

の
で
あ
る
と
し
、
同
性
カ
ッ
プ
ル
の
婚
姻
の
締
結
の
権
利
を
否
認
し
て
い
た
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
当
時
の
段
階
で
、
異
性
性
と
い
う
婚
姻

の
構
造
メ
ル
ク
マ
ー
ル
の
意
義
を
相
対
化
す
る
よ
う
な
根
本
的
な
婚
姻
理
解
の
変
化
が
生
じ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
も
、
そ
の
判
断
の
前
提

(110) 

に
置
い
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
同
性
間
へ
の
婚
姻
の
開
放
を
許
容
す
る
「
婚
姻
理
解
の
今
後
の
変
化
は
、
将
来
的
に
は
排
除
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
」
と
す
る
同
法
案
の
上
述
の
記
述
は
、
こ
の
こ
と
を
逆
手
に
と
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
続
け
て
、
そ
の
よ
う
な
社
会

に
お
け
る
婚
姻
理
解
の
変
化
が
基
本
法
六
条
一
項
と
い
う
憲
法
規
範
の
変
遷
を
帰
結
し
得
る
こ
と
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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そ
の
他
の
点
で
、
さ
ら
に
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
血
縁
関
係
の
あ
る
親
子
関
係
が
法
的
か
つ
社
会
的
に
親
密
な
親
子
関
係
に
優
位
し
な
い
と
す
る

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

同
裁
判
所
の
判
決
を
指
摘
す
る
。
こ
の
こ
と
は
ま
た
、
立
法
者
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
決
定
も
含
め
、
社
会
の
変
化
が
基
本
法
六
条
の
解
釈
に
影
響
を
与

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

え
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
、
家
族
や
親
子
関
係
の
概
念
で
あ
り
得
た
こ
と
は
婚
姻
の
場
合
に
も
あ
り
得
る
こ
と
で
あ
る
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

と
こ
ろ
で
、
し
ば
ら
く
前
か
ら
、
立
法
者
の
形
成
の
自
由
の
観
点
か
ら
、
同
性
間
の
婚
姻
締
結
の
権
利
の
導
入
を
憲
法
上
許
容
す
る
伝
統
的
な
婚
姻

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

理
解
の
根
本
的
な
変
化
を
認
め
る
十
分
な
手
掛
か
り
が
存
在
す
る
。
新
し
い
、
法
律
上
の
規
定
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
な
い
事
態
が
姿
を
現
す
と
き
、
あ

る
い
は
、
そ
の
事
態
が
全
体
の
変
化
に
順
応
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
変
化
し
た
と
き
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
決
は
、
意
味
の
変
化
を
容
認
す
る
。
結
局

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

の
と
こ
ろ
、
憲
法
規
範
は
、
そ
の
テ
ク
ス
ト
の
改
正
な
く
変
化
し
得
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
基
本
法
六
条
一
項
の
場
合
に
お
い
て
著
し
い
価
値
の

変
化
を
許
容
す
る
と
こ
ろ
の
憲
法
規
範
の
意
味
や
目
的
に
は
限
界
が
あ
る
。

第
一
に
、
婚
姻
理
解
の
根
本
的
な
変
化
は
、
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
法
制
度
の
導
入
の
結
果
も
た
ら
さ
れ
た
。
今
日
、
国
民
の
あ
い
だ
で

(in

d
e
r
 B
e
v
o
l
k
e
r
u
n
g
)
、
婚
姻
と
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
区
別
は
も
は
や
な
さ
れ
な
い
。
婚
姻
の
締
結
と
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
創
設
は
、
無

差
別
に
「
婚
姻
す
る
」
と
称
さ
れ
る
。
「
結
婚
し
て
い
る

(verheiratet)
」
と
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
結
ん
で
い
る

(
v
e
r
p
a
r
t
n
e
r
t
)
」
と
の
間
に

も
は
や
区
別
は
な
さ
れ
ず
、
む
し
ろ
、
婚
姻
配
偶
者
と
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
を
無
差
別
に
彼
ら
は
「
結
婚
し
て
い
る
」
と
言
う
。
そ
の
う
え
、
国
民
は
、

婚
姻
配
偶
者
と
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
が
、
実
際
に
は
義
務
し
か
同
一
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
一
の
権
利
と
義
務
を
有
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
を
自
明
の
如
く
根
底
に
置
い
て
い
る
。
最
新
の
世
論
調
査
に
よ
る
と
、
同
性
間
の
カ
ッ
プ
ル
に
婚
姻
を
開
放
す
る
こ
と
は
、
き
わ
め
て
圧
倒

的
な
支
持
を
得
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
国
民
の
認
識
の
水
準
に
お
け
る
婚
姻
の
意
味
の
変
化
が
、
同
法
案
の
正
当
性
を
支
え
る
一
っ
の
重
要
な
根
拠
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
を
、
同
法
案
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
社
会
に
お
け
る
認
識
の
変
化
に
合
わ
せ
て
基
本
法
上
の
「
親
」
や
「
家
族
」
の
概
念
も
変

化
さ
せ
て
き
た
こ
と
を
引
き
合
い
に
出
し
て
次
の
よ
う
に
補
足
す
る
。
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以
上
が
、

二
0
一
七
年
に
可
決
さ
れ
た
同
性
婚
立
法
の
理
由
付
け
の
概
要
で
あ
る
。

(70)

制
定
ま
も
な
く
は
、
同
法
に
対
す
る
抽
象
的
規
範
統
制
の
訴
え
の
提
起
が
極
右
ま
た
は
保
守
系
の
政
治
家
ら
に
よ
っ
て
模
索
さ
れ
て
い
た
。

A
巴
will
g
e
g
e
n
,
,
E
h
e
 fur 

alle" 
klagen, [online] 
F
r
a
n
k
f
u
r
t
e
r
 A
l
l
g
e
m
e
i
n
e
 Z
e
i
t
u
n
g
 o
n
 2
0
1
7
-
7
-
2
,
 [retrieved 
o
n
 2
0
2
1
,
9
,
l
]
．この、つ仁ノ、

B
a
y
e
r
n
~
i政
点m
に
よ
る
手
叩
え
の
提
起
に
関
し
て

は
、
同
法
の
合
惑
性
に
つ
い
て
の
専
門
家
の
鑑
定
意
見
を
受
け
て
断
念
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
渡
邊
•
前
掲
注

(
6
)、
ニ
―
'
ニ
ニ
頁
を
参
照
。

(
7
1
)
L
e
b
e
n
s
p
a
r
t
n
e
r
s
c
h
a
f
t
s
g
e
s
e
t
z
 v
o
m
 1
6
.
 
F
e
b
u
a
r
 2
0
0
1
 
(
B
G
B
L
 I. 
S. 2
6
6
)
.
 

(
7
2
)
B
V
e
r
f
G
E
 1
0
5
,
3
1
3
 
(
3
1
4
)
.
 

(
7
3
)渡
邊
泰
彦
「
ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
」
棚
村
政
行
・
中
川
重
徳
『
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
—
ー
＇
世
界
の
動
向
·
日
本
の
自
治
体
に
お
け
る
導
入
の
実
際
と
展

望
』
（
日
本
加
除
出
版
、
二
0
一
六
年
）
三
一
頁
を
参
照
。

(74)

民
法
典
ご
二
五
三
条
一
項
一
一
文
（
「
婚
姻
配
偶
者
は
、
婚
姻
の
生
活
共
同
体
に
関
し
て
相
互
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
彼
ら
は
相
互
に
責
任
を
負
う
」
）
と
生
活
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
法
二
条
二
文
（
「
生
活
パ
ー
ト
ナ
ー
は
、
相
互
に
責
任
を
負
う
」
）
を
見
よ
。

(
7
5
)
B
V
e
r
f
G
E
 1
0
,
 5
9
 
(
6
6
)
.
 

(
7
6
)
v
g
l
.
 J
o
h
a
n
n
 Braun•Das 

L
e
b
e
n
s
p
a
r
t
n
e
r
s
c
h
a
f
t
s
g
e
s
e
t
z
 a
u
f
 d
e
m
 P
r
u
f
s
t
a
n
d
 -

B
V
e
r
f
G
,
 J
u
s
 2
0
0
3
.
 
S. 2
l
f
f
.
.
 
C
h
r
i
s
t
i
a
n
 Hillgruber. 
E
h
e
 u
n
d
 Familie, 

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

自
ず
と
変
化
す
る
家
族
法
上
の
制
度
の
構
造
原
理
を
維
持
す
る
こ
と
に
関
す
る
理
論
的
な
懸
念
を
除
け
ば
、
単
純
法
律
に
よ
る
同
性
間
の
婚
姻
締
結

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

の
権
利
の
導
入
は
、
基
本
法
六
条
一
項
で
規
定
さ
れ
た
制
度
保
障
に
抵
触
す
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
基
本
法
六
条
の
客
観
的
な
機
能
が
、
他

の
基
本
権
享
有
主
体
の
主
観
的
な
権
利
に
対
し
て
道
具
化
さ
れ
た
り
濫
用
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
得
な
い
の
と
同
様
に
、
こ
の
基
本
権

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

が
同
性
間
の
婚
姻
締
結
の
権
利
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
侵
害
さ
れ
る
次
元
は
存
在
し
な
い
。

の
保
障
内
容
と
抵
触
す
る
も
の
で
は
な
い
と
結
論
付
け
て
い
る
。

結
局
の
と
こ
ろ
、
同
法
案
は
、
上
述
の
諸
々
の
事
実
を
述
べ
た
う
え
で
、
単
純
法
律
に
よ
る
同
性
間
へ
の
婚
姻
の
開
放
が
基
本
法
六
条
一
項
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